ワークシート２
令和五年度　第一学年　現代の国語　授業プリント　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一年　　　　　　番氏名
単元名 (たんげんめい)　「聞き手 (ききて)に伝わりやすい (つたわりやすい)表現 (ひょうげん)で話す (はなす)力 (ちから)を身 (み)に付けよう (つけよう)」
知識 (ちしき)　教科書 (きょうかしょ)36ページ (ぺーじ)を読みながら (よみながら)、空所 (くうしょ)に当てはまる (あてはまる)言葉 (ことば)を考えよう (かんがえよう)　チェック欄（知）　　□

◇伝わりやすい (つたわりやすい)表現 (ひょうげん)(話し方 (はなしかた)）とは？
①話し始め (はなしはじめ)は、大きな (おおきな)【１　□□（テーマ）】、結論 (けつろん)(意見 (いけん))を述べる (のべる)。
　　　　フレーズ（例 (れい)）	「今 (いま)から私 (わたし)が話す (はなす)ことは…」
　　　　　　　　　　　　　　　　「私 (わたし)は…と考えて (かんがえて)います」
②結論 (けつろん)（意見 (いけん)）を裏付ける (うらづける)【２　□□】、【３　□□□】補足 (ほそく)説明 (せつめい)を付け加える (つけくわえる)。
　　　　　フレーズ（例 (れい)）	「このように考える (かんがえる)理由 (りゆう)は…」
　　　　　　　　　　　　					「…というのは、～」
　　　　　　　　　　　					　「例えば (たとえば)、…」
③聞き手 (ききて)の【４　□□】に立って (たって)、内容 (ないよう)を【５　□□□□】 (）)ごとに話したり (はなしたり)、【６　□□】立てて (だてて)話した (はなした)
りする。
聞き手 (ききて)に理解 (りかい)してもらうために（例 (れい)	）	「大きな (おおきな)内容 (ないよう)から細か (こまか)な内容 (ないよう)」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　									「関連 (かんれん)する内容 (ないよう)を結び付ける (むすびつける)」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　									「接続 (せつぞく)表現 (ひょうげん)をつかってつながりを示す (しめす)」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　フレーズ（例 (れい)）	「伝えたい (つたえたい)ことは二つ (ふたつ)あります。まず、…」
④聞き手 (ききて)が【７　□】で聞いて (きいて)理解 (りかい)しやすいように、言葉 (ことば)を選んだり (えらんだり)、【８　□□】文 (ぶん)で話したり (はなしたり)する。
（復習 (ふくしゅう)）	「同音 (どうおん)【９　□□】語 (ご)の使用 (しよう)」に注意 (ちゅうい)する
「文 (ぶん)の区切り (くぎり)（【１０　□点】）」を意識 (いしき)する
「一つ (ひとつ)の文 (ぶん)には一つ (ひとつ)の情報 (じょうほう)（【１１　□□□□】）」を意識 (いしき)する
⑤伝えたい (つたえたい)内容 (ないよう)を強調 (きょうちょう)する
　　強調する手段フレーズ (ふれーず)（例 (れい)）		「私 (わたし)が一番 (いちばん)伝えたい (つたえたい)ことは、…」
　　　　　　　　　						　　　　　　　　　　　　「（同じ (おなじ)キーワード (きーわーど)を繰り返す (くりかえす)）」
※　話す (はなす)目的 (もくてき)や種類 (しゅるい)によって、伝わりやすい (つたわりやすい)話し方 (はなしかた)を意識 (いしき)しよう
　	　（例 (れい)）「紹介 (しょうかい)」　「説明 (せつめい)」　「意見 (いけん)」　「応対 (おうたい)」　「会話 (かいわ)」　「質問 (しつもん)」　など
話す・聞く活動　「伝わりやすい (つたわりやすい)表現 (ひょうげん)で話す (はなす)力 (ちから)が身 (み)に付く (つく)ように練習 (れんしゅう)しよう」チェック欄（思判表）　　□
テーマ「あなたの好き (すき)な食べ物 (たべもの)は？」　時間は一分以内　
話す場面・目的「クラスメイト全員が、あなたの伝えたい内容を他の誰かに紹介できるくらいに理
解できるようにする」
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伝えたいことを裏付ける理由・具体例・補足説明（箇条書き・キーワードなど）
	





